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意見交換会実施報告書 

 

開催日時 
平成３０年１１月２０日（火） 

午後６時３０分 ～ 午後８時０９分 

開催場所 八坂支所 集会室 

出席議員 

髙橋  正  （責任者）      小林 治男 （司会者） 

中牧 盛登 （説明者）      佐藤 浩樹 （記録者） 

平林 英市 

参加者数 １５人 

報告内容 
・平成２９年度決算の概要及び事務事業評価について 

・昨年度の意見交換会における課題等について 

内容 

（要望提

言等） 

 

高齢者の運転免許返納に対する対策 

○発言 

 昨年の意見交換会の回答として、「交通安全面での課題があり、その予定

はない。」と報告されているが、その課題とは何か。 

★回答 

シニアカーについては、運転免許は不要であるが、歩道は走行できない。

操作が簡単である反面、誤操作による危険性も否めない。 

【完結】 

○発言 

 中山間地域では、高齢者がバス停や公民館などへの移動手段に加え、高

齢者の孤立を防止するためにもシニアカーは重要である。是非、議会とし

ても課題を解決していただきたい。 

★回答 

 行政側に伝える。 

【行政へ送付】 

 

有害鳥獣対策について 

○発言 

 有害鳥獣駆除費の助成増額について検討されているのか。 

★回答 

 猟友会に対する助成金は、増額されている。具体的な検討内容等につい

て開示するよう、行政側に伝える。 

【行政へ送付】 

○発言 

 イノシシ、鹿、猿害が多発し困っている。行政側で対応いただきたい。 

★回答 

 平地区では、行政に直接申し出る方式を取っている。現状を農林水産課

へ直接連絡いただきたい。 

○発言 

 管轄区域外の猟友会は、駆除に参画できないと聞いているがどのような

理由なのか。 
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★回答 

 現在、猟友会会員が著しく減少している地区もあり、猟友会全体として、

市内をカバーできるよう取り組んでいるようである。 

【完結】 

 

デマンド交通について 

○意見 

長野市大岡地区では、デマンド交通による交通弱者対策が進んでおり、

長野経済研究所でも評価され、住民にも好評である。定住政策としては、

住民を移住させない施策も重要である。議会でも視察いただき、導入に向

け検討いただきたい。 

★回答 

 長野市の事例を参考に、議会でも市民バスのバス停、コースの見直しに

加え、デマンド交通との併用を含め、担当委員会において、調査・検討を

進める。 

【完結】 

 

議会の事務事業評価について 

○意見 

 議会の事務事業評価において、「見直し」とされているものがあるが行政

側の対応はいかがか。また、効果はあるのか。  

★回答 

 行政側の評価と異なる評価については、執行方針を見直すなど一定の効

果は表れている。しかしながら、決算審査と同時進行で評価を行っている

ことから、新年度予算編成に十分反映できないこともある。手法について、

検討する。 

【完結】 

 

定住促進について 

○意見 

 定住促進住宅の建設や空家対策の充実をお願いしたい。 

★回答 

 特定地域への建設ではなく、市内全体のバランスも考慮する必要があ

る。行政側に伝える。 

【行政へ送付】 

 

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路について 

○意見 

 松本糸魚川連絡道路の進捗状況はいかがか。 

★回答 

 現在、県において進めており、３０年度中にはルート帯を決定する見込

みである。 

○意見 

 東ルートを優先するとの話もあるがいかがか。 

★回答 

 県において、複数のルート帯を検討しているようである。 
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 （仮称）安曇野北ＩＣ以北から大町市常盤地籍までの区間で、できる部

分から着工いただくよう進めて行きたい。 

【完結】 

 

道路等の補修について 

○意見 

 道路上のマンホール周辺部に陥没箇所があったため、建設課に連絡した

ところ、建設課と上下水道課をたらい回しにされた。受付窓口を一本化で

きないか。 

★回答 

 行政側に伝える。 

【行政へ送付】 

 

議会運営について 

○意見 

 議会に対して関心が薄い。夜間や週末開催を検討できないか。 

★回答 

 休日夜間開催市を視察しているが、傍聴の参加率向上には繋がり難いよ

うである。また、休日夜間開催の経費的負担が大きい。 

【完結】 

 

市民との意見交換会について 

○意見 

 他地区では、出席者が少ないようであるがその理由は何か。 

★回答 

 議会に関する市民アンケートを実施したが、回収率も少なく、議会への

関心が薄いと思われる。 

 現在の方式では、全員の方から意見いただくことが難しい部分もあるこ

とから、今後、ワークショップ形式などの手法も検討したい。 

【完結】 

 

その他 

特記事項 

 

その他（要望事項等） 

① 議員個々の活動や考え方を市施設などで閲覧してはどうか。 

② 議会だより掲載記事について 

 


